
ファイル名:0000000_1_9074947502302.doc 更新日時:2011/02/09 17:58 印刷日時:11/02/09 18:08 

 

四 半 期 報 告 書 
 

(第61期第３四半期) 

 



ファイル名:0000000_3_9074947502302.doc 更新日時:2009/11/13 9:50 印刷日時:11/02/09 18:08 

 

 

四 半 期 報 告 書 
 
 

１ 本書は四半期報告書を金融商品取引法第27条の30の２に規定する開示用

電子情報処理組織(EDINET)を使用し提出したデータに目次及び頁を付して

出力・印刷したものであります。 

２ 本書には、上記の方法により提出した四半期報告書に添付された四半期

レビュー報告書及び上記の四半期報告書と同時に提出した確認書を末尾に

綴じ込んでおります。 

 

 



ファイル名:0000000_4_9074947502302.doc 更新日時:2011/02/09 18:08 印刷日時:11/02/09 18:08 

目      次 

 

頁

【表紙】 …………………………………………………………………………………………………………１ 

第一部 【企業情報】…………………………………………………………………………………………２ 

第１ 【企業の概況】………………………………………………………………………………………２ 

１ 【主要な経営指標等の推移】……………………………………………………………………２ 

２ 【事業の内容】……………………………………………………………………………………３ 

３ 【関係会社の状況】………………………………………………………………………………３ 

４ 【従業員の状況】…………………………………………………………………………………３ 

第２ 【事業の状況】………………………………………………………………………………………４ 

１ 【生産、受注および販売の状況】………………………………………………………………４ 

２ 【事業等のリスク】………………………………………………………………………………５ 

３ 【経営上の重要な契約等】………………………………………………………………………５ 

４ 【財政状態、経営成績およびキャッシュ・フローの状況の分析】…………………………５ 

第３ 【設備の状況】………………………………………………………………………………………８ 

第４ 【提出会社の状況】…………………………………………………………………………………９ 

１ 【株式等の状況】…………………………………………………………………………………９ 

２ 【株価の推移】……………………………………………………………………………………10 

３ 【役員の状況】……………………………………………………………………………………10 

第５ 【経理の状況】………………………………………………………………………………………11 

１ 【四半期連結財務諸表】…………………………………………………………………………12 

２ 【その他】…………………………………………………………………………………………23 

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】…………………………………………………………………24 

 

四半期レビュー報告書 

 

確認書 



 
  

【表紙】 

【提出書類】 四半期報告書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項 

【提出先】 近畿財務局長 

【提出日】 平成23年２月10日 

【四半期会計期間】 第61期第３四半期 

(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日) 

【会社名】 石光商事株式会社 

【英訳名】 Ｓ.ＩＳＨＩＭＩＴＳＵ ＆ ＣＯ.,ＬＴＤ. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長執行役員  森 本  茂 

【本店の所在の場所】 神戸市灘区岩屋南町４番40号 

【電話番号】 078-861-7791(代表) 

【事務連絡者氏名】 常務取締役執行役員管理部門長  山 根 清 文 

【最寄りの連絡場所】 神戸市灘区岩屋南町４番40号 

【電話番号】 078-861-7791(代表) 

【事務連絡者氏名】 常務取締役執行役員管理部門長  山 根 清 文 

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所 

（大阪市中央区北浜１丁目８番16号） 

― 1 ―



第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

連結経営指標等 

  

 
(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載 

しておりません。 

 ２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。 

 ３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。 

  

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第60期

第３四半期連結
累計期間

第61期
第３四半期連結

累計期間

第60期
第３四半期連結

会計期間

第61期 
第３四半期連結 

会計期間
第60期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日 
至  平成21年 
    12月31日

自  平成22年
    ４月１日 
至  平成22年 
    12月31日

自  平成21年
    10月１日 
至  平成21年 
    12月31日

自  平成22年 
    10月１日 
至  平成22年 
    12月31日

自 平成21年
  ４月１日 
至 平成22年 
  ３月31日

売上高 (千円) 25,273,218 25,869,396 9,069,381 9,431,267 32,631,345 

経常利益 (千円) 479,321 199,392 332,579 98,943 521,244 

四半期(当期)純利益 (千円) 268,283 110,572 206,028 51,105 369,463 

純資産額 (千円) ― ― 7,165,579 7,358,668 7,306,472 

総資産額 (千円) ― ― 19,516,402 20,729,083 17,801,575 

１株当たり純資産額 (円) ― ― 904.94 930.81 923.55 

１株当たり四半期(当期)
純利益金額 

(円) 33.80 14.34 26.30 6.63 46.88 

潜在株式調整後１株当た
り四半期(当期)純利益金
額 

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 35.7 34.6 40.0 

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

(千円) 584,908 △1,464,541 ― ― 1,405,720 

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

(千円) △94,517 △112,595 ― ― △100,827

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

(千円) 121,784 1,271,996 ― ― △243,942

現金及び現金同等物の 
四半期末(期末)残高 

(千円) ― ― 2,372,847 2,511,703 2,821,952 

従業員数 (人) ― ― 247 246 252 
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当第３四半期連結会計期間において、当社および当社の関係会社において営まれている事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。 

  

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  

(1) 連結会社の状況 

 
(注)  従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は( )内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外書で記載して

おります。 

  

  

(2) 提出会社の状況 

 
(注)  従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は( )内に当第３四半期会計期間の平均人員を外書で記載しており

ます。 

  

２ 【事業の内容】

３ 【関係会社の状況】

４ 【従業員の状況】

 平成22年12月31日現在

従業員数(人) 246(60) 

 平成22年12月31日現在

従業員数(人) 179(20) 
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第２ 【事業の状況】 

当社グループ(当社および連結子会社)は単一セグメントに該当するため、品目別に生産、受注および販

売の状況を記載しております。 

(1) 生産実績および受注状況 

当社グループのうち連結子会社において飲料製品(レギュラーコーヒー)の生産を行っておりますが、

グループ事業全体における重要性が低いため、生産実績および受注状況については記載しておりませ

ん。 

  
(2) 商品仕入実績 

当第３四半期連結会計期間における仕入実績を品目別に示すと、次のとおりであります。 
  

 
(注) １  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２  上記のコーヒー生豆の金額には、飲料製品および原料の製品を連結子会社２社で生産するために使用する 

原料分を含んでおります。 

  
(3) 販売実績 

当第３四半期連結会計期間における販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。 
  

 
(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  
  

１ 【生産、受注および販売の状況】

品目別 金額（千円） 前年同四半期比(％)

コーヒー生豆 1,322,538 189.86 

飲料製品および原料 759,276 89.14 

常温食品 2,058,702 97.08 

冷凍食品 2,268,370 101.30 

食品原料 1,754,538 138.60 

その他 71,254 93.15 

合計 8,234,681 113.57 

品目別 金額（千円） 前年同四半期比(％)

コーヒー生豆 1,297,780 127.63 

飲料製品および原料 1,190,778 87.84 

常温食品 2,463,968 99.65 

冷凍食品 2,433,783 94.63 

食品原料 1,962,463 125.28 

その他 82,492 95.98 

合計 9,431,267 103.99 
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当第３四半期連結会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。 

なお、重要事象等は存在しておりません。 

  

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。 

  

(1) 経営成績の分析  

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、アジア諸国を中心とする海外経済の改善や各種経済

政策もあり一部に回復の兆しが見られたものの、円高の進行やデフレ経済の長期化等、先行き不透明な状

況で推移しております。 

当社グループの主力マーケットである食品業界におきましても、個人消費は持ち直しの動きがみられま

したが、雇用情勢や所得環境の回復の遅れの影響もあり、消費者の節約・低価格志向が依然として根強い

状況であります。また、コーヒー業界におきましても、業績に大きな影響を及ぼすコーヒー生豆相場が高

騰するなど厳しい経営環境が続いております。 

このような状況の中で、当社グループは「THE GLOBAL FOOD MERCHANDISER」を目指すべき企業像と

して掲げ、最適産地の発掘から製造、流通、マーケティング、品質管理等の全ての工程に関わり合って商

品の価値を高めていく、いわゆるマーチャンダイジング活動に全力を注ぎ、「食」を通じて人々とともに

喜びを共有できる企業を目指しております。 

また、当期は緊縮体制（「ロスのゼロ化」、「コスト削減」、「商品や取引の選択と集中」）の継続に

加え、成長戦略として「国内営業強化」、「海外営業強化」、「体制強化」という３つの強化策に取り組

んでおります。 

その結果、当第３四半期連結会計期間における売上高は9,431百万円と前年同期比361百万円の増加とな

りました。 

利益面につきましては、コーヒー生豆相場高騰の影響等もあり、売上総利益率は低下いたしました。そ

の結果、営業利益は100百万円（前年同期比67.8％減少）、経常利益は98百万円（前年同期比70.2％減

少）、四半期純利益は51百万円（前年同期比75.2％減少）となりました。 

なお、当第３四半期連結会計期間における各品目別の売上高の状況は次のとおりであります。 

① コーヒー生豆 

コーヒー生豆の売上高は販売数量の増加および相場高騰に伴う販売単価の上昇により、1,297百万

円（前年同期比27.6％増加）となりました。 

２ 【事業等のリスク】

３ 【経営上の重要な契約等】

４ 【財政状態、経営成績およびキャッシュ・フローの状況の分析】
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② 飲料製品および原料 

レギュラーコーヒーの売上高は飲料メーカー向け原料が増加したものの、コーヒーバッグが減少し

たことにより、前年同期比4.5％減少いたしました。インスタントコーヒーの売上高は飲料メーカー

向け原料が増加したものの、家庭用袋入商品が減少したことにより、前年同期比1.3％減少いたしま

した。茶類の売上高は家庭用紅茶ティーバッグおよび飲料メーカー向け原料が減少したことにより前

年同期比16.5％減少いたしました。その結果、飲料製品および原料の売上高は1,190百万円（前年同

期比12.2％減少）となりました。 

③ 常温食品 

輸入商品や自社ブランド商品の売上高は農産缶詰およびフルーツ缶詰が増加したものの、イタリア

輸入食品（パスタ・オリーブオイル等）が減少したため、前年同期比微減いたしました。国内メーカ

ー商品の売上高は海外向けの輸出が増加したものの、国内販売が減少したため、前年同期比1.8％減

少いたしました。その結果、常温食品の売上高は2,463百万円（前年同期比0.3％減少）となりまし

た。 

④ 冷凍食品 

輸入水産加工品の売上高はエビ加工品が増加したことにより、前年同期比3.7％増加いたしまし

た。輸入調理加工品の売上高は鶏肉加工品が増加したことにより、前年同期比4.7％増加いたしまし

た。国内メーカー商品の売上高は国内販売および輸出が減少したことにより、前年同期比9.5％減少

いたしました。その結果、冷凍食品の売上高は2,433百万円（前年同期比5.4％減少）となりました。

⑤ 食品原料 

栗原料・栗甘露煮製品およびトマト加工品が減少したものの、輸入野菜が増加いたしました。その

結果、食品原料の売上高は1,962百万円（前年同期比25.3％増加）となりました。 

⑥ その他 

その他の売上高につきましては、82百万円（前年同期比4.0％減少）となりました。 

  

(2) 財政状態の分析 

当第３四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、資産合計は20,729百万円となり、第２四半期

連結会計期間末に比べ2,706百万円の増加となりました。これは主に売上債権の増加によるものでありま

す。 

負債合計は13,370百万円となり、第２四半期連結会計期間末に比べ2,607百万円の増加となりました。

これは主に仕入債務および借入金の増加によるものであります。 

純資産合計は7,358百万円となり、第２四半期連結会計期間末に比べ99百万円増加のとなりました。こ

れは主に当第３四半期連結会計期間の四半期純利益51百万円によるものであります。 
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(3) キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、第２四半期連

結会計期間末に比べ589百万円増加し、2,511百万円となりました。 

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果使用した資金は822百万円（前年同期は131百万円の収入）となりました。 

これは、税金等調整前四半期純利益81百万円および仕入債務の増加額942百万円等に対し、売上債権

の増加額1,889百万円等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は70百万円（前年同期に比べ使用した資金は20百万円増加）となりまし

た。 

これは、有形固定資産の取得による支出30百万円等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果得られた資金は1,482百万円（前年同期に比べ得られた資金は797百万円増加）となり

ました。 

これは、借入金の収支による収入1,567百万円に対し、社債の償還による支出70百万円等によるもの

であります。 

  

(4) 事業上および財務上の対処すべき課題 

当第３四半期連結会計期間において、事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および新たに

生じた課題はありません。 

  

(5) 研究開発活動 

特記すべき研究開発活動はありません。 
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